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　大量消費の経済システムに組み込まれ、効率性の追求こそが“生

き残り”の手段であるかのように拡大路線をひた走ってきたわが

国酪農は、今、消費の減少に直面し、経営の岐路に立たされている。

一方で、酪農に従事する「作り手の顔」どころか、乳牛の姿すら、

目にする機会が少なくなった消費者を相手に、酪農存続の意義、

酪農家の苦悩、「作り手の想い」等を伝えることは困難になってい

る。しかし、そのような状況だからこそ、消費者と酪農家の距離

を縮めるための場作りが求められる。

　英国の著名な経済学者エルンスト・フリードリッヒ・シューマッ

ハーは、大量消費を幸福度の指標とし、その幸福度の最大化を理

想とする価値観の蔓延に警鐘を鳴らした。リレーコラムの著者が

紹介した「スモール・イズ・ビューティフル」は、シューマッハー

が 1973 年に著した代表作であり、従来の経済効率性重視の価値

観を批判し、大量消費社会からの脱却の必要性を主張した名著で

ある。酪農家自身も、情勢の変化を踏まえて、自らの経営理念を

再点検すべきであろう。

　翻訳版は、「スモール・イズ・ビューティフル」（講談社学術文庫、

1986 年）と「スモール・イズ・ビューティフル再論」（講談社学

術文庫、2000 年）があります。興味のある方は、ぜひご一読い

ただきたい。


